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はじめに
はじめに
取組経緯　
　本市は琵琶湖と野洲川の恵みに支えられ、美しい田園風景の広がる自然豊かなまちで
す。今日まで市民の皆さまの先進的な取り組みにより守山の環境が守られてきました。
　しかし、近年、河川から流入する散在ごみが、琵琶湖や海に流れ込み、湖底ごみの堆
積やマイクロプラスチック問題などの新たな環境問題が顕在化しています。
　このことから本市では、令和元年（2019年 ) ６月 21日に赤野井湾再生プロジェクト
主催による琵琶湖湖底ごみの除去活動を実施し、滋賀県（琵琶湖保全再生課）により回
収された湖底ごみの分析調査が行われました。
　その結果、湖底からは、大量のプラスチック系ごみや空き缶、農業系ごみなどが回収
され、体積比で湖底ごみ全体の 74.5%※がプラスチック系ごみであるという調査結果が
出ました。
　守山市ではこれらの問題解決に取り組むため、市内の主要河川にごみ回収フェンスを
設置し、ごみの発生源や流出量の分析調査を実施しました。

目的
　河川を流れるごみの調査を行い、琵琶湖への流出量や発生場所の検証調査とする。

調査期間　
　令和元年（2019年）2月 18日から令和 2年（2020年）８月７日まで

調査手順
　市内主要河川に約１週間ごみ回収フェンスを設置し回収する。
　ごみ回収後、ごみの量や種類などを集計し分析を行う。

※P.24　参考資料：『琵琶湖におけるマイクロプラスチックやプラスチックごみの現状について』
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調査地点

市内８つの河川が流入し地形的に
河川から流れるごみが堆積しやす
い場所
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河川調査結果
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河川調査結果
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河川調査結果
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河川調査結果



− 7−

河川調査結果



− 8−

河川調査結果
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河川調査結果
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河川調査結果
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河川調査結果
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河川調査結果
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河川調査結果
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河川調査結果
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分析結果
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分析結果
　ごみの分析（資料①）

・調査対象とした河川の内、人口が最も多い守山学区を流れる②吉川川（中流）に、最も多くごみが
流れていました。

・また、吉川川は調査地点②だけではなく、上流（④）や下流（⑪、⑫）に流れるごみの量も、他河
川と比較すると多い結果となりました。

・一方、河西学区に流れる、ミソウチ川（⑧）、江西川の上流（⑨）のごみの量は他河川に比べ少い
結果となりました。

・栗東市との境付近に位置する、⑤（阿村町）と⑮（立入町）の地点を比較すると、⑤地点の方が多
くごみが流れていました。

・今回の調査にて、全 18地点の河川から 993個のごみが回収できました。
　※	⑱金田井川の下流は、調査期間 1ヶ月間実施

集計結果　①〜⑱

プラ

ペットボトル 174

832ビニール袋類 220
トレイ類 117
その他プラ 321
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計 993 993
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分析結果
　ごみの分析（資料②）

・ごみの種類を分析すると、その他プラを除くと、ビニール袋が最も多く、その次にペットボトル、
トレイ類、可燃ごみ、缶、ビンの順となりました。

・可燃ごみの中には、マスクや紙コップ、たばこ、紙箱などが多く見られました。
・その他プラスチックごみには、発泡スチロールや農業系ごみ（肥料袋やあぜ板）などが多く含まれ
ます。

・ビニール袋の口が縛られた、食べ終わった後の弁当殻や空き缶、紙パックなどがそのまま入ったご
みも多く回収されました。（調査レポート⑱）

農業系ごみ
肥料袋、あぜ板

可熱ごみ
紙コップ

ビニール袋
トレイ類

ペットボトル
ビン
缶　など

その他プラ
湯たんぽ
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分析結果
　ごみの分析（資料③）

留意点

【参考】令和元年（2019年）６月 23日琵琶湖湖底ごみ調査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※材木・流木、タイヤを除いたもの）

・河川ごみ全体量のプラスチックごみの占める割合は 84％でした。（全体ごみ総数 993個　内プラ
スチックごみ 832個　それ以外 161個）

・琵琶湖湖底ごみの調査においても、プラスチックごみの重量比は 82％の結果となっており、本調
査の結果と近い値となっています。

・ごみの数量は、粉砕されたトレイや発泡スチロール類など数えられないごみも含まれていため、概
算での数値となります。

・調査時期や天候、流量、川幅などの調査条件はそれぞれ異なります。
・ビンや空き缶、可燃ごみ類は川底に沈み流れることが多く、ごみフェンスにて回収できなかったケー
スも含まれます。

湖底で見つかった大量の
ビニール袋
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環境政策課からのご案内
環境政策課からのご案内

本冊子をご活用をください　
　各自治会の清掃活動などの際に、この冊子をご活用ください。
どの地域にどれだけの河川ごみが流れているかのデータとして、参照いただければと思
います。

『わ報償』をご利用ください
　「湖底ごみの除去活動への参加」や「河川の環境保全活動」が『わ報償』の対象となっ
ています。
＊	上流・下流自治会と連携した清掃活動など場合は報償加算の対象となる場合がありま
す。

＊	清掃活動の際には、市が作成した「河川ごみ回収フェンス」についてもご活用ください。
　	詳しくは環境政策課までお問い合わせください。
＜令和 2年（2020年）度「わ報償」環境政策課メニュー　一部抜粋＞

赤野井湾再生プロジェクトの活動にご参加ください　
　例年、赤野井湾再生プロジェクト主催による、琵琶湖の湖底ごみ除去活動を実施して
います。河川のごみが琵琶湖に流れ込み、湖底に大量のプラスチックごみなどが堆積し
ている様子が分かります。是非、ご参加いただき、自分の目で湖底に溜まるごみの様子
をご覧ください。

問い合わせ先：守山市環境政策課　☎（077）582-1154

対象および基準
（４）　水環境保全に関する事業の取組
　＊湖底ごみの除去活動
　　　・自治会または学区が主催とする活動
　　　・他団体が主催する活動に自治会から３人以上が参加

（５）　河川の環境保全活動に関する事業の取組
　＊自治会内の河川におけるごみの回収活動（年間６回以上）　
　＊河川へのポイ捨て防止啓発活動（チラシの作成配布、のぼり、看板設置（2 ヶ所以上）等
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今後の施策について
今後の施策について

滋賀県や他市と連携し河川ごみの削減に取り組みます　
　本冊子を用いて、琵琶湖の管理者である滋賀県や、上流地域に位置する栗東市などへ
守山市の河川ごみの状況を説明します。滋賀県や他市と連携し、効果的な河川ごみの削
減に繋げます。
　また、その他河川についても、今後調査対象河川を広げていく予定です。

ポイ捨て防止看板を設置します
　調査結果をもとに、ごみが多く流れる河川にポイ捨て禁止看板を設置します。看板の
デザインは、令和元年（2019 年）度「守山の自然を守るポスターコンクール」にて応
募総数約 150点の作品から市長賞に選ばれた、守山小学校 1年生（当時）の作品です。
子どもが描いた看板を設置することで、多くの人々の心に響くよう啓発します。

地域と連携し清掃活動に取り組みます　
　守山市では、守山市湖岸清掃運動やごみゼロ運動、琵琶湖の湖底ごみ除去活動など、
地域と連携した環境保全活動を実施しております。今後も継続して、地域や団体などと
協働し、散在性ごみの削減に向けて取り組みます。
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今後の施策について
市内小中学校や自治会などで環境学習を実施します　
　令和元年（2019 年）度は市内小中学校延べ 1117 名の生徒に対して、市職員等が学
校へ訪問し、河川や琵琶湖のごみの現状等をテーマとした環境学習を実施しました。令
和 2年（2020 年）度においては、新型コロナウイルスの影響もあり、訪問環境学習の
実施が困難であることから、環境DVD教材を作成し、授業などで活用をいただいてい
ます。

◆	市内小中学校への環境学習をしている様子

◆	環境学習DVDを作成しました

◆守山市環境学習都市宣言記念公園交流拠点施設での環境学習事業を計画しています
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今後の施策について
広報やホームページ等にて河川ごみの状況などを周知します　
　守山市広報や、市ホームページ、各情報発信媒体を活用し、河川ごみの状況や湖岸清
掃の取組み等を周知し、美しい河川や琵琶湖の景観を守れるよう情報発信をしていきま
す。

◆　淡海守る釣り人の会の SNSや釣り雑誌に守山の湖岸清掃活動が紹介されました。

◆　赤野井湾再生プロジェクトの活動がびわこ放送や各新聞社で掲載されました。

◆　守山市広報にてこれまでの赤野井湾の環境保全活動が紹介されました。
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最後に
最後に
　
　守山は古くから河川や水路が網目のように流れる水資源が豊かなまちです。きれいな
水と土に育まれた豊かな生態系が形成されており、守山の美しい景観を創り出してきま
した。
　しかしながら、急増した人口、人々のライフスタイルの変化、都市化の進展は、守山
の姿を変えるという側面も持ち合わせています。
　このような中、守山では、地域に愛着と誇りを持つ市民と行政が力を合わせることで、
「琵琶湖の水質汚濁問題」や「ゲンジボタルの復活」など、さまざまな環境課題をひとつ
ひとつ乗り越えてきました。
　平成 29年（2017 年）10月には、この恵まれた環境を未来へつなぐとともに、自然
を大切にする子どもたちが育つまちを創りつづけるため、守山市民が共に学び、考え、
行動する「環境学習都市」を宣言しました。
　このことから、湖底ごみやプラスチックごみ問題等に対しても、地域と市民一人一人
が責任を持ち、市民と行政の協働と率先した取組みへの挑戦により、この環境問題の解
決に向けた取組みを推進して参ります。
　本冊子により、一人一人のごみ問題に対する意識が向上し、美しい河川や琵琶湖の景
観を守り続けることに繋がることを願っています。
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参考資料
参考資料
　
『琵琶湖におけるマイクロプラスチックやプラスチックごみの現状について』　
　（資料：滋賀県琵琶湖環境部琵琶湖保全再生課		資料一部抜粋）

参考資料
　
『琵琶湖におけるマイクロプラスチックやプラスチックごみの現状について』　
　（資料：滋賀県琵琶湖環境部琵琶湖保全再生課		資料一部抜粋）
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参考資料

　
『令和元年度琵琶湖におけるプラスチックごみ実態把握調査』報告書（調査：㈱日吉）　
　平成 29年（2019年）6月 23日　赤野井湾再生プロジェクト　
　　　　　　　　～びわ湖湖底ごみ回収大作戦～　　

袋類
農業系ごみ（あぜ板）
農業系プラごみ（袋類・
マルチシート・その他）
トレイ・容器類
ペットボトル
その他プラごみ
空き缶
ビン
その他（材木・流木）
その他（タイヤ）
その他（布製品）
その他（釣具・漁具）
その他（金属製品）
その他（ガラス製品）

23.1%

4.6%

10.2%

13.4%

28.0%

7.5%

8.8%

0.3%
0.5%

0.3%

1.3%0.4%

1.3%
0.3%

重量％
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活動の様子

①調査地点選定

③河川ごみ回収③河川ごみ回収 ④ごみを分別

②ごみ回収フェンス設置
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